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阪神・淡路大震災 1995. 1. 17  (平成 7年 1月 17日 ) 
       マグニチュード 7.3 
       死者   6,437人 



72 時間 の 壁 

Preventable Death 
 

  約 200人 
   （阪神・淡路大震災に係る初期救急医療実態調査） 

  約 700人 
        (Pretto et al) 

 



東京DMAT 誕生   2004年 8月 2日 



東日本大震災 2011. 3. 11  (平成 23年 3月 11日 ) 
       マグニチュード 9.0 
       死者  18,554人 





首都直下地震など大規模災害が発生した際、医療救護活動の統括・調整を円滑に
行うため、「災害医療コーディネーター」を設置 

東京都災害医療コーディネーター（３名） 

 ・災害医療、都内全域の実情に精通し経験豊富な医師 

 ・災害時に都庁へ参集 

 ・福祉保健局の指揮、統括に対する医学的助言 

 ・地域災害医療コーディネーターと連絡調整、 

福祉保健局 

東京都災害対策本部 

医療対策拠点 

地域災害医療コーディネーターを二次保健医療圏ごとに設置（１２名） 

 ・災害医療に精通し、関係機関の信頼が厚い医師 

 ・地域災害拠点中核病院等から選任 

 ・災害時に地域の医療救護活動を統括、調整 

医療救護 
活動拠点 

区市町村災害医療コーディネーターを区市町村ごとに設置 

 

災害医療コーディネーター 



副本部長：副知事、警視総監、消防総監
本 部 員：局 長、危機管理監

本部各局

他県等（被災地外）

指定公共機関、
指定地方公共機関等関係機関
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災害医療コーディネーターを核とした災害医療体制 



フェーズ区分の細分化 



フェーズ区分と主な医療救護活動 



11 

 

指定区分 

 

役    割 

 

災害拠点病院 

       80病院 

・主に重症者の収容、治療を行う病院 

（災害拠点病院として都が指定する病院） 

多発外傷、挫滅症候群、広範囲熱傷など 

 

災害拠点連携病院 

      138病院 

・主に中等症や様態の安定した重症者の収容・治療を行う病院 

（救急告示病院、同等の機能を有すると知事が認めた病院で都が
指定する病院） 

 

災害医療支援病院 

・専門医療、慢性医療への対応を行う病院 

・区市町村地域防災計画に定める医療救護活動を行う病院 

（災害拠点病院及び災害拠点連携病院を除く全ての病院） 

 

診療所等 
・産科、透析医療等の専門的医療を行う診療所 

・区市町村地域防災計画に定める医療救護活動を行う診療所等 

医療機関の役割分担 



医療機関の役割分担 
 

ーー 被災傷病者の流れ ーー 

災害拠点病院 

災害拠点連携病院 

災害拠点支援病院 

診療所 

避難所 
医療救護所 

(病院近接地等の) 

緊急 
医療救護所 



医療チームの種別と受援体制 



国からの受援のあり方を考えてみる・・・ 



 

米国ワシントン州の災害計画書 
 

 

43.06 RCW* 

38.52 RCW 

WAC 118** 
 

   * Revised Code of Washington 

** Washington Administrative Code 



 

 

Disaster 

threatens  

or occurs 

Local  
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Responds 

State 
Government  

Responds 

FEMA 
Responds 

State/FEMA 
PDA teams States are rarely 

overwhelmed in 
response 

 

Most disasters are 
recovery only 

災害発生からFEMAが介入するまでの流れ 

IA and PA 
Assessments 

are done 
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Recommendation 

to Director 

Director sends 
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Incident 
ends 

President 
says “Yes”. 



Local Government 

State Government 
 



Joint Field Office (JFO) 
 

     the primary Federal incident management field structure 



Emergency Support Functions (ESF#) 

• ESF #1 – Transportation 

• ESF #2 - Communications 

• ESF #3 – Public Works and Engineering 

• ESF #4 - Firefighting 

• ESF #5 – Emergency Management 

• ESF #6 – Mass Care 

• ESF #7 – Logistics & Resource Support 

• ESF #8 – Public Health & Medical Services 

 



 二度の震災を契機に体制の整備が進められている。 

 国および他県、各種団体からの援助を受ける仕組み作り

を整備し、わが国の標準となることが望まれる。 

 その際に、米国の緊急援助機能のコード化（ESF#)は参考

にすべき優れたシステムと思われる。 

結    語 


